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公益財団法人大学セミナーハウス 

 

平成 23年度事業報告 

（自平成 23年 4月 1日 至平成 24年 3月 31日） 

 

Ⅰ．法人の概況 

 （１）設立年月日：平成２３年４月１日（公益財団法人移行） 

 （２）定款に定める目的 

    本公益財団法人は、高等教育機関における学生の研学及び修練の諸活動への

協力並びに高等教育機関相互の交流に努めるとともに、教育研究成果の一般

への普及を図り、もって我が国の高等教育機関並びに知識基盤社会の向上発

展に寄与することを目的とする。 

 （３）定款に定める事業内容 

   ① 学生のための研修会及び講演会の開催 

   ② 大学共同のセミナーなど大学相互の理解を深める諸活動 

   ③ 高等教育・研究の成果の社会への普及に関する諸活動 

   ④ セミナーハウスの設置及び維持運営 

   ⑤ 留学生宿舎の設置及び維持運営並びに留学生教育の支援 

   ⑥ その他この法人の目的達成するに必要な事業 

 （４）監督機関に関する事項：東京都 

 

Ⅱ．事業全体について 

  平成 23年度（2011年度）は、公益財団法人としてのスタートの年であるととも 

に、開館 46 年目を迎え、4 年後の平成 27 年度（2015 年度）には開館 50 周年を迎

える時期でした。 

 公益財団法人一年目としては、まず、組織・財政及び運営体制を整備することが 

求められ、評議員会及び理事会の定数削減を図り、新たな定款のもと諸規程の整備

を進めるとともに、財政の健全化を図るため次年度繰越金を少しでも多くするよう

年間利用者数 35,000 人を達成すべく事業計画・収支予算を作成いたし、さらに、

開館 50周年記念事業の準備を開始する年と位置づけることをも計画致しました。 

 しかるに、平成 23年 3月 11日の東日本大震災と原発事故による停電等の影響を

受け、年間利用者数が伸びず、30,000 人を下回ることが見込まれ、50 周年記念事

業のスタートについても見送る状況となり、事業計画の修正と補正予算の策定を行

わざるを得ない事態となりました。 

 その後も、落雷被害や台風被害など自然災害による影響は非常に大きく修理関係

支出が予算を超えて嵩んだことなどをふくめ、きわめて慙愧に耐えない年度となり

ました。 

 しかしながら、結果としては、利用者数の減少にもかかわらず、現場の努力によ

り業務執行はスムーズに行われ、次年度繰越金はわずかではありますが、平成 22

年度より増加いたしました。 



3 

公益財団法人大学セミナーハウス 

Ⅲ．法人に関する事項 

（１）評議員（勤務先・役職は、平成 24年 4月 1日現在） 

法人役職名 氏名 大学・勤務先 勤務先役職 

評議員・議長 佐野 博敏 大妻学院 顧問 

評議員 鷲山 恭彦 東京教育大学辟雍会   

評議員 篠田 節子   作家 

評議員 小礒 明 東京都議会議員   

評議員 福田 一郎 東京女子大学 名誉教授 

評議員 木村 利人 （前）恵泉女学園大学 学長 

評議員 村田 雄二郎 東京大学 教授 

評議員 小畑 秀文 東京農工大学 特別招聘教授 

評議員 山本 眞一 桜美林大学 教授 

評議員 上野 淳 首都大学東京 副学長 

評議員 大井 孝 国際教育振興会 理事長 

評議員 高石 道明 （前）創造学園大学 教授 

評議員 福井 憲彦 学習院大学 学長 

評議員 安西 祐一郎 日本学術振興会 理事長 

佐藤保先生は、平成 23年 5月 28日の評議員会で辞任されました。 

（２）理事（勤務先・役職は、平成 24年 4月 1日現在） 

法人役職名 氏名 大学・勤務先 勤務先役職 

理事長 佐藤  東洋士 桜美林大学 理事長 

館長 荻上 紘一 大妻女子大学 学長 

専務理事 程島 俊介 大学セミナーハウス 専務理事 

常務理事 奥島 孝康 早稲田大学 学事顧問 

常務理事 鈴木 康司 日仏会館 副理事長 

理事 鈴木 典比古 大学基準協会 専務理事 

理事 蟻川 芳子 日本女子大学 学長・理事長 

理事 光田 明正 桜美林大学孔子学院 院長 

理事 増田 壽男 法政大学 総長 
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平成 23年 5月 28日開催の第 1回評議員会で理事全員の再任が承認され、任期は平成

23 年 5月 28 日から 2年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議

員会の終結の時までとなりました。 

 また、理事長、館長、専務理事及び常務理事についても第 3回理事会において選任

されました。 

（３）監事（勤務先・役職は、平成 24年 4月 1日現在） 

法人役職名 氏名 大学・勤務先 勤務先役職 

監事 冲永  佳史 帝京大学 理事長・学長 

監事 郷 通子 情報・システム研究機構 理事 

平成 23年 5月 28日開催の第 1回評議員会で監事全員の再任が承認され、任期は平

成 23年 5月 28日から 4年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時

評議員会の終結の時までとなりました。 

（４）評議員会及び役員会開催に関する事項 

①評議員会    第 1回評議員会        平成 23年 5月 28日 

②役員会     第 1回理事会         平成 23年 4月 16日 

         第 2回理事会         平成 23年 5月 28日 

         第 3回理事会         同日 

         第 4回理事会         平成 23年 10月 29日 

         第 5回理事会         平成 24年 3月 17日 

③常務理事会   平成 23年度第 1回常務理事会  平成 23年 10月 29日 

         平成 23年度第 2回常務理事会  平成 23年 3月 17日 

 

（５）協力会員校に関する事項 

①協力会員校(4年制大学)の現況（平成 24年 3月 31日現在） 

区分 
大学数 

現況 増減 計 

国立 11 0 11 

公立 2 0 2 

私立 36 0 36 

大学校 1 0 1 

計 50 0 50 

②準協力会員校(短期大学等)の現況（平成 24年 3月 31日現在） 

区分 
短期大学等の数 

現況 増減 計 

国立 1 0  1 

公立 0            0  0 

私立 1     0   1 

計   2 0 2 
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  ③賛助会員の現況（平成 24年 3月 31日現在） 

区分 
団体等の数 

現況 増減 計 

海外 0 0  0 

法人・団体 6            0 6 

計   6 0 6 

④会費(年額)前年度と同額 

 協力会員校  基本会費  350,000円 

   〃    学部会費  200,000円 

 準協力会員校 会費    200,000円 

賛助会員   会費    200,000円 

 ⑤会員校協議会に関する事項 

  平成 23年 7月 6日に公益財団法人としての最初の会員校協議会を当法人にお 

いて開催し、多くのご提案が寄せられました。 

⑥運営幹事会の編成について 

   平成 23年 10月 29日開催の第 4回理事会において、公益財団法人としての運 

営幹事会細則が承認され、運営幹事校として次の 20大学が選ばれました。 

青山学院大学 首都大学東京 日本女子大学 明治大学 

桜美林大学 中央大学 東京農工大学 日本大学 

慶應義塾大学 帝京大学 法政大学 創価大学 

国際基督教大学 東京学芸大学 立教大学 東洋大学 

駒澤大学 東京大学 早稲田大学 明星大学 

 

 

（６）事業運営等に関する事項 

事務組織及び職員数は次の通り。（平成 24年 4月 1日現在） 

 職 員 常 勤 

嘱 託 

非常勤 

嘱 託 

ﾊ ﾟ ｰ ﾄ 

ﾀ ｲ ﾏ ｰ 

合 計 

理事長 

  

総合戦略Ｇ 
１ １ ０ ０ ２ 

   50周年事業、総合企画、総合企画会議 

   

専務理事 

 

総務Ｇ 

０ １ ２ １ ４ 
    

経理、施設・東亜、総務・人事、防災、

課長会議 
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宿泊Ｇ 
０ ４ ４ ３ １０ 

館長 

    

宿泊、宿直、利用促進【利用促進司令塔】 

  

セミナー・ 

留学生Ｇ 

０ ３ ０ ０ ３ 
  

セミナー事業、広報、留学生支援、利用

促進 

合計人員 １ ９ ６ ４ ２０ 

             宿泊Ｇには、常勤出向受け入れ 1名を含みます。 

 

Ⅳ．宿泊研修支援事業等に関する事項  

 （セミナーハウスの運営と学生の相互交流に関する事業＝公益事業）  

  平成 22 年度の利用者数実績は、3 月 11 日の東日本大震災の影響を受け、34,000

名の予算数値に対して、31,274名でした。この影響は、4月以降も続き、平成 23

年度の目標を 35,000名から 30,000名に下方修正しましたが、結果として目標値

に対して、80名の未達でありました。 

（１）宿泊・セミナー施設の利用状況 

年度 平成 23年度 平成 22年度 平成 23年度/平成 22

年度 
区分 

宿泊延人数     構成比 宿泊延人数     構成比 

(人) (％) (人) (％) (％) 

会員校 16,716 55.9% 18,160 58.1% 92.0% 

一般校 7,818 26.1% 7,251 23.2% 107.8% 

社会人 4,936 16.5% 5,638 18.0% 87.5% 

主催セミナー 450 1.5% 225 0.7% 200.0% 

合計 29,920 100.0% 31,274 100.0% 95.7% 

収容定員 279人 279人 

  
年間稼働日数 359日 360日 

年間収容定員 100,161人 100,440人 

年間稼働率 29.9% 31.2% 

（２）利用促進対策について 

① 閑散期（4 月～6 月、10 月～1 月）対策として「割安宿泊パック」を作りＤ

Ｍの送付及び訪問活動を行いました。 

② 予約確認、きめ細かなスペースコントロールなどで稼働率ＵＰを図る努力を 

いたしました。 

③ ＬＡＮ、バーベキュー広場、遊歩道、予約管理のシステム化など、施設・設

備の整備で利用促進を図りました。 

④ お客様のご意見ご要望の把握のためにアンケートを実施し、迅速な対応を行
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ってお客様サービスに努めました。 

⑤ 利用促進ツールとしてのパンフレット類の整備に努めました。 

 

Ⅴ．主催セミナー事業等に関する事項 

 （セミナーハウスの運営と学生の相互交流に関する事業＝公益事業） 

  主催セミナー全体の参加人数は５７６名（聴講者は含まず）。東日本大震災の影

響で、大学教員セミナー・ＦＤ研究会などの企画を中止致しましたが、平成 22

年度並みの参加者でした。 

 

（注）*印は企画委員。**印は企画委員を兼ねた講師。 

（１）国際学生セミナー 

通算回数 期日 主題 講師･企画委員 参加状況 

第 38回 平成 23年 11月 26

日～27日（1泊 2

日） 

アジア・太平洋地域

はどこへ 

―新たな国際秩序の

模索― 

田中均、佐々木卓也** 

唐亮、平岩俊司、菊池 努、

浦田秀次郎、渡邊啓貴*、

絵所秀紀*、太田 宏*、園

田茂人*、山本信人*、中兼

和津次* 

参加者 36名 

大学数 24校 

（２）国際教養セミナー 

通算回数 期日 主題 講師･企画委員 参加状況 

第 4回 平成 23年 10月 22

日～23日（1泊 2

日） 

文化交流は日中の溝

を埋められるか 

李年古、袁英明、山下一夫、

高井潔司、花澤聖子** 

参加者 33名 

大学数 17校 

他 1 

（３）新任教員研修セミナー 

通算回数 期日 主題 講師･企画委員 参加状況 

第 1回 

 

平成 23年 9月 5

日～7日（2泊 3

日） 

 德永保、木原章、村山光

子、長内了、上野淳、土

持・ｹﾞｰﾘｰ・法一、林義樹、

荒木晶子、小川哲生、荻

上紘一*、生田茂*、坂井

昭宏*、菊地滋夫*、林祐

司*、井上史子*、史傑* 

参加者 52名 

大学 33校 

 

（注）学術･文化･産業ネットワーク多摩との共催セミナー 

（４）大学職員セミナー 

通算回数 期日 主題 講師･企画委員 参加状況 

第 24回 平成 23年 7月 8

日～9日（1泊 2

日） 

大学職員としてのア

イデンティティ 

―大学職員の可能性

を考える― 

島田京子、藤原章夫、横

田利久*、加藤洋子*、夏

目達也*、近藤清之* 

参加者 51名 

大学数 38校 
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第 25回 

 

平成 23年 12月 2

日～3日（1泊 2

日） 

大学職員としてのア

イデンティティ 

―職員が変われば大

学は変わる― 

柳沢敏勝、榎本剛、林祐

司、横田利久*、加藤洋子

*、夏目達也*、近藤清之* 

参加者 57名 

大学数 41校 

（５）古代史セミナー 

通算回数 期日 主題 講師･企画委員 参加状況 

第 8回 平成 23年 11月 5

日～6日（1泊 2

日） 

 

日本古代史・新考・

自由自在（その 4） 

古田武彦、荻上紘一* 

松本郁子* 

 

参加者 86名 

 

（６）特別企画セミナー 

 期日 主題 講師･企画委員 参加状況 

 平成 23年 11月 12

日 

グローバル人材育

成のために大学教

育に望むこと 

德永 保**、高見由香里、
奥住直明 

参加者 53名 

大学数 28校 

（注）芝浦工業大学との共催セミナー 

（７）教職員支援のための連続講演会 

 期日 主題 講師･企画委員 参加状況 

第 1回 平成 23年 10月 25

日 

大学と仕事の接続

をめぐる現状と課

題 

本田由紀、阿部公輝* 参加者 71名 

大学数 17校 

第 2回 平成 23年 11月 11

日 

現代社会を生きる

大学生の教育支援

と・心理支援 

中釜洋子、阿部公輝* 参加者 33名 

大学数 12校 

第 3回 平成 23年 12月 9

日 

研究と教育の両立

と統合を考える 

有本章、阿部公輝* 参加者 34名 

大学数 14校 

（注）電気通信大学大学教育センターとの共催セミナー 

（８）教員免許状更新講習 

通算回

数 

期日 主題 講師･企画委員 参加状況 

第 4回 平成 23年 12月 25

日～28日 

教育の最新事情 

教育内容の充実 

安田忠郎**、高垣マユミ、
内藤昌孝、小川彩子、山内
芳文、吉田真史 

受講者 70件 

 

（９）セミナーの企画、運営会議 

  国際学生セミナー企画委員会 1回 

  大学職員セミナー企画委員会 3回 

  新任教員研修セミナー運営委員会 4回 
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Ⅵ．出版広報活動に関する事項 

  （セミナーハウスの運営と学生の相互交流に関する事業＝公益事業） 

   ｢セミナーハウス｣ニュース第 180号、第 181号 

メールマガジンの発行（毎週） 

 

Ⅶ．留学生支援事業に関する事項 

 （セミナーハウスの運営と学生の相互交流に関する事業＝公益事業） 

（１）留学生会館事業 

留学生に、日本の四季を楽しみながら安心して充実した留学生生活を過ごして

いただくために、快適で良質な宿舎を提供するとともに、勉学や生活上の悩みの

相談等各種のサポートを、留学生会館担当責任者を中心にボランティアの協力を

得ながら取り組みました。 

   なお、入居者の選考については公正を期すことに努めています。 

 （２）平成 24年 3月現在入居状況 

学校名 

所属 

計 

性別 

大学院生

（研究生を

含む） 

学部生 
客員研究

員 
男 女 

首都大学東京 6 3  9 5 4 

中央大学 4   4 1 3 

明星大学 4   4  4 

東京工科大学 1 2  3 2 1 

帝京大学  2  2 1 1 

東京薬科大学 1   1 1  

日本工学院専門学校  2  2 2  

合計 16 9  25 12 13 

（３）国別留学生数 

国名 計 大学院生 学部生 客員研究員 

イタリア 1 1   

インド 1 1   

中国 21 14 7  

フィリピン １  1  

バングラデシュ １  1  

合計 25 16 9  

（４）留学生論文コンクール 2011 

平成 23年度は実施致しませんでした。 
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Ⅷ．食堂事業等に関する事項 

 （施設貸与に関する事業＝収益事業） 

 食事提供については、経営委託先業者と連携を密にとりながら適切な食事提供と円

滑な事業運営を図り利用者の満足度の向上につとめた結果、一定の成果を得ること

ができました。 

  社会人宿泊に関しては、利用者側の行事の中止等により利用者数が平成 22 年度

に比して減少しました。 

  社会インフラ整備事業者への土地の貸与を継続して行いました。 

 

Ⅸ．固定資産取得支出に関する事項 

（１）固定資産の取得 

科目     取得した資産の明細 取得年月 金 額 

建物附属設備 中央セミナー館キュービクル 平成 24年 12月 2,940,000 

建物附属設備 大学院セミナー館キュービクル 平成 24年 2月 283,000 

什器備品 サラマンダー 平成 23年 8月 573,195 

 同 薪割機 平成 23年 9月 499,800 

 同 空調機（ユニットハウス） 平成 24年 3月 283,500 

合 計 4,579,495 

（２）主な修繕 

内    容 金  額 

①講堂の机・椅子補充、正面パネルクロス補修 

②本館の１Ｆ男子トイレ老朽 

③中央セミナー室の天井雨漏り 

④国際館セミナー室用の携帯用プロジェクター整備 

⑤防火設備修繕 

⑥八王子市道に面した大木の伐木 

⑦館内表示 

⑧講堂の屋上及び入口正面のリペイントを荻上紘一館長のご寄附で実施 

⑨その他、構内外灯・漏水・浴室タイル等の整備 

合計 

5,955,000 

（３）自然災害対応修繕等 

内    容 金  額 

平成 23年 3月 11日 

東日本大震災関連 

①本館天井一部欠落、ひび割れ、窓ガラスひび割れ 

②ＰＣ破損 

③記念館浴室タイル欠落 

④交友館下浴室タイル剥がれ 

⑤水源にごり受水槽排水作業 

⑥計画停電に対応した自家発電（レンタル費用、燃料

費用、配線結線） 

合計 

3,377,750 
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公益財団法人大学セミナーハウス 

平成 23年 7月 30日 

落雷被害関連 

①本館電話回線不通 

②火災報知機電源基板、コントロール基板、表示基  

 盤 

③交友館インターネット不通 

④さくら館端子板ルーター障害 

⑤防止対策として、本館・さくら館の誘電遮断器具設 

 置 

合計 

982,585 

平成 23年 9月 15日 

台風 15号被害関連 

①中央セミナー室横キュービクル損壊 

②ユニットハウス群屋根損傷 

③電線、電柱 

④外灯倒壊 

⑤倒木撤去、遊歩道再生 

⑥留学生会館玄関サッシ 

⑦館内全体伐採、剪定、重機による作業 

合計 

5,835,000 

 

Ⅹ．会計監査及び指導に関する事項 

 （１）監査及び指導 

   公認会計士   朝岡公認会計士事務所     朝岡 寛彰 

   監事      帝京大学理事長・学長     冲永 佳史 

   監事      情報・システム研究機構理事  郷  通子 

 （２）平成２３年度決算監査 

   公認会計士   朝岡 寛彰   平成２４年４月２５日 

                   平成２４年５月１日 

                   平成２４年５月９日 

   監事      冲永 佳史   平成２４年５月１５日 

   監事      郷  通子   平成２４年５月１７日 

 （３）平成２３年度中の監査 

   公認会計士   朝岡 寛彰   年間６回 

 

以上 


